
第2表 クズとコムギの混合食の場合の消化率
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+約1表よりの値

るが,虫近,(Herbivorous,Frugivorous)-Omnivorous

といった図式の中間に,磁子食(Grainivorous)を導入す

る必2LT(があることを,Jolly,伊谷,鈴木,河食らが指摘

している｡この間題について.禾本科(ここではコムギ)

の粒子消化串と栄荘価が,薬のそれよりずっと高いこと

は.一つの7T;攻を与えるものと思われる｡

好投公国では.ポti'ユレーシ壬ソが増加の一途をたど

I).-u'i線的に増える傾向をもっているが,自然群ではこ

のような帆t･lがみられず,ポピーレーシ註ソ増加につい

て何らかの敬い抑制因子が働いていると考えられる.野

拭公図では.現在年間通じてコムギや大豆を与えている

所が非一rTiHこ多い｡この間題は,一つは食物の面から解析

する必要があると考えられるが,自然食と投与食との間

に,火違約にみて大きな差があることがわかったわけ

で.ポピーレ～ツすソ動態の解析に,食物の田からのア

ブp-チについて一つの基礎を得たと思うo

大間地域ニホンザル群の遊動生活

足 択 点 成

下北半払北西部大間地域には,およそ65km2の地域

に3群,125疏前後の野生ニホソザルの生息が知られて

いる (1973年1月現在)｡ この地域は,大規模な人工造

林化は近年になるまで進められなかったので,この生息

域の広がりと生息密度の低さは.ほぽこの地域のユホソ

ザルの自然状態を表わしているものと考えられる.

とすると,周年にわたる遊動生活と,各郡のサイズと

桝成の年次変動を明らかにしてゆくことによって,寒冷

地 ･硫QTiil地の中でも最北取に生息するニホソザルの生息

先件の大要が明らかにされるものと考えられる｡

近年になって,敢雪期 (主に12月と3月)の生活に関

するいくつかの知見が得られ,3群の構成もほぼおさえ

られたが.非群雪期に関しては,断片的な情報しかな

い○

そこで蟹者は,非琉雪期の調査の約-渉として,1972

年5月に22日間,10月に15日間,主として易国間川流域

に調査に入り,8月･9月の2カ月間,脇の沢村の依煩

による畑荒しの防御の傍ら,この季節における九岨泊り

の群れの食物の調査を行なった.なお,10月の際には其

野哲三氏の協力を得た｡

1) 易国間 (Ⅰ群)の群れに関しては,9月中旬以降

の聞き込み情報及び視察例はあるが,中旬以前の非荊Erii

期の情報は全くない.5月の調査でも,易矧1日川tの大石
沢より上流域及び大畑川の下近藤汎 弥一郎沢流域を渉

き廻って,手兵ユ沢右岸の保砧林とその上部の稜線上で

各1個のフソを見つけたにとどまった｡郡れのものかは

判らない｡従ってこの季節の遊動の有校は全くつかめな

かった｡､

2) 10月の調査では,砲の択流域数カ所でフソを見つ

汁,余の沢との出合いで一皮直接観察を行なった｡この

場合は我 が々20mとない距離にまで接近して,初めて暗

いと,.くの中から苑せられた低くて小さい暫蛇管で気付い

たもので,そのメスが最後まで残った｡このⅠ群はその

後の調査結果から云っても,メスがリーダーである可鰭

性が高い｡

3) 5月,10月とも,ごくわずかな知見しか得られな

かった.この地域の非辞雪期の調査は,生息域の広さ,

山容,ヒ,:の密皮の高い林相からいって,かなり困難を
I

感じさせる｡又,サル道らしいものもほとんど苑見でき

ない｡しかし,準サル道はあるに迎いない｡九胞泊りの

群れの各季節の主食物と対応する食跡調査などな誼ね

て,徐々にでもサルの発見率を高めて行きたい｡

4) 8,9月は年間を通じて,植物の契りの故も盟か

な時期で,九胞泊りの群れでは果火炉が好んでよく食わ
れている｡このうち,カツワ,ホオノキの舟 王立的に少

ないのだが,好みは大きいようであった｡しかし,トチ

ノキ,ミズナラの実に関しては,丘的には最も多いにも
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かかわらず,郁皮の部分なわずかに噛みけずるのが散見

された程皮であった｡なお.武士泊りの沢では.ハマナ

シの共が好んで食われていた.

動物では.クワガタムシ,セミ,ヨコエビ,トビムシ

が好まれ,アブ (二珊)も食われていた｡

臥牛山の群れの社会変動の追跡と分裂群

古臣 滋男 (高知女子大 ･家政)

臥牛山の群れについては,1971年7月に個休数調査を

おこない,その結果は本年報 Vol.2(1972)に報告し

た｡本年の調査日的のひとつは,この群れのその按の変

動を追跡することであった｡

1971年当時,1)-メ-は節1位Mon(推定30才以上),

以下KaLame(20-25才),Con(19才一生年が確認され

ている),Kobu(16才)の4軌 サブt)一〆-はYasu

(ll-15才),Kuni(lo牙),Ken(8才)の3現であっ

た｡

1.1971年12月上旬,MonのJln位下降,Kobuの離脱

という変動がおこった."Monは,節1位から節7位,

つまりサブ1)-ダーの Kenの下位にまで順位が下降し

た｡このときMonをはげしく迫ったのはGonとKobu

であった｡Kobuは.それより約10日按.左足に大任耽

なして郎卿こあらわれ.それから3日按姿を消した｡伍

攻も他のサルによるものか,野犬によるものかわからな

い."(臥牛山自然動物園碓田村治氏による).

2.Monは,その枚もそのままの地位で群れにとどま

ったが.1972年9Jl.群れが約10日間の遊動をして.餌
柳こもどってきたときに姿を消していた (藤田氏によ

ち)｡

3.臥牛山の群れの個体数は,1971年の調査時に155

頭と推定した.1972年に25頭出産,1972年中に捕位され

たサルは約20頭と推定される.自然死および群れからの

離脱は確認されたものだけで5頭 (Mom,Kobu,老令の

メス 2B7i,1972年生まれのアカソ妨1頭)である6一

九 郡れの移動時に個体数をかぞえる方法による1972年

10Flのこの群れの推定個体数は140-150頭であった.

4.Monの郡れからの雛脱は,上記の結果から,メス

をつれて10珊程庇の分割郡を形成してでていったという
可蛇性な不定することはできない｡

5.19721F･10月には,YLlSu,Kuniもくわえて4mの

1)一〆-,Kenのサブt)一〆-という耶成 となった｡

Kenは中心部ではメスに追われる呼,YtlSu,Kuniとは

行動上.明附なちがいが認められる｡

が,これまでに仰かこつねに現われる生郡の他に1郡の

存在しか確認されていない｡その郡九は約50Wiとみられ

ていた｡

この分写せ郡のさらに くわしい確実なn料な和るため
に,オこ年は調光口数の大半をこれにあてたが.口幣でき

たのは2回にすぎず.今枚にm!EZlはもちこされた｡政人

同時に追跡する方法など.調Fcカ法な改めねばならな

い0
1. 2回の直接税部と遊動城内の住民よりのm報なあ

わせてみると,1郡しか存在しないこと,その掛ま5097t

よりさらに少なく30B7iと推定されること,この郡九は飢

場へは絶対にあらわれず.遊動城を糾切の反対力向にす

こしずつ拡張していること,などは確かである｡

2. オスのヒトt)ザル,あるいは数DTlよりなるオスだ

けのグルーブが,主群ならびに分封郡の遊動域外の周辺

地城に出没することが放近多くなっている｡これらのサ

ルは比較的人馴れをしていることから,臥JI'･lJJの郡れか
らでていったものと考えられる｡

3. 分裂郡はオスがメスに比して多い桝成なもってい

るので,分裂後朽離脱するオスがでて,分刻郡はさらに

m体数をへらすことは予想されていたことであった｡こ

の点のさらにくわしい調rcが今後に残されている｡

野生ニホンザルの日周活動リズムl)

四元 仲-Tl(-ht大 ･珊)

はじめに

雅者は前年庇にひき拭いて.r汀ILl伯 然耶 (Ⅰ-b郡)

の遊動生活をU.T･)充した｡現在.rZ料を範皿中であ'るが,
今回は比較的丑q_の終った19721年･11月の調査について報

告する｡12日の調査期間のうち,祝祭日が6日間であ

り.そのうち9時間以上正接追跡のできた日が3日間で

ある｡

遊動の概略

11月1日から5日まで,Ⅰ-b群は枕菅栄,市宕Lu,伝

場尾根,津川上流域に因まれる付近を遊動し,11日から
13日にかけては,石射太郎の北京方向から小糸川を決

り,石射太郎を経て高宕山尾根道沿いに税菅生へ臥 南

下して餌場Fi椴の岡のFi椴をi剰lLt流-おりるという遊

動な行なった｡

この時糊の遊動コースを規定する主要な食物は.ヤブ

ニッケイのリ3であり,遊動コースを部分的に規定するも

のとしてt)1ウキ1ウマメガキ,ヤマノイモの種子がさY;

げられるoLかし,11J112円はクスノキの実が柴巾約に

拭食された｡

臥牛山の群れに附してのもうひとつの調充口約は分割

群の動向であった｡1955年以紋,5回の分割がおこった
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1)岩野本三･四円制止 (いずれも-ilE大 ･班)との非同
研究｡


